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昨
年
１２
月
１７
日
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
２
０
２
０

年
１
月
１
日
か
ら
標
記
の
新
し
い
署
名
を

開
始
す
る
こ
と
を
決
め
、
全
国
に
呼
び
掛

け
た
。 

こ
の
新
署
名
の
請
願
事
項
は
、
次
の
二

点
で
あ
る
。 

一
、 

安
倍
首
相
ら
が
進
め
る
憲
法
９
条
な

ど
の
改
憲
発
議
に
反
対
し
ま
す
。 

二
、 

憲
法
を
生
か
し
、
平
和
・
人
権
・
民
主

主
義
、
生
活
の
向
上
が
実
現
す
る
社

会
を
求
め
ま
す
。 

な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
緊
急
署
名
な
の
か 

安
倍
首
相
が
、
１
月
２０
日
か
ら
の
通
常
国

会
、
秋
に
予
定
さ
れ
る
臨
時
国
会
で
改
憲

論
議
を
加
速
さ
せ
、
改
憲
発
議
を
し
た
い

と
、
異
常
な
執
念
を
燃
や
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。 

こ
の
時
の
請
願
事
項
は
、
次
の
二
点
で
あ
っ

た
。 

一
、 

憲
法
９
条
を
変
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

二
、 

憲
法
の
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
が
生

か
さ
れ
る
政
治
を
実
現
し
て
く
だ
さ

い
。 

こ
の
署
名
は
、
全
国
各
地
で
燎
原
の
火
の

よ
う
に
拡
が
り
、
２
０
１
８
年
の
秋
に
は
全

国
で
１
３
５
０
万
筆
が
集
約
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
草
の
根
の
運
動
が
、
「
安
倍
さ
ん
の
も

と
で
の
改
憲
は
ダ
メ
」
と
多
数
の
野
党
が
一

致
し
、
「
憲
法
審
査
会
で
の
改
憲
議
論
を
許

さ
ず
」
４
国
会
連
続
で
、
自
民
党
改
憲
案
の

国
会
提
示
を
阻
止
し
て
き
た
。 

現
在
「
憲
法
を
め
ぐ
る
攻
防
」
は
、
「
草
の

根
の
世
論
」
を
ど
ち
ら
が
獲
得
す
る
か
で
決

ま
る
。 

最
近
の
各
種
世
論
調
査
で
は
「
安
倍
政

権
下
で
の
憲
法
改
正
」
に
は
反
対
す
る
が
賛

成
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
相
手
は
安

倍
さ
ん
だ
。
数
を
た
の
ん
で
な
に
を
す
る
か

わ
か
ら
な
い
。 

こ
う
し
た
危
惧
を
、
昨
年
１１
月
の
革
新

懇
全
国
交
流
集
会
で
憲
法
学
者
の
小
林
節

さ
ん
が
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

「
９
条
改
憲
は
突
然
や
っ
て
く
る
。
そ
の

準
備
を
自
民
党
は
今
し
て
い
る
。
」
「
世
論

調
査
で
国
民
投
票
で
（
改
憲
賛
成
が
）

５１
％
い
る
と
踏
ん
だ
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

や
っ
て
く
る
。
」 

私
た
ち
は
、
小
林
節
さ
ん
の
指
摘
を
正

さ
ら
に
、
野
党
の
分
断
、
野
党
議
員
の
「
切

り
崩
し
」
を
図
り
、
改
憲
勢
力
の
再
編
を

狙
っ
て
い
る
。 

草
の
根
の
攻
防
に
勝
利
し
よ
う! 

自
民
党
は
昨
年
か
ら
、
こ
う
し
た
首
相

の
意
向
を
受
け
て
、
二
階
幹
事
長
の
地
元

の
和
歌
山
県
で
の
大
規
模
な
改
憲
集
会

を
皮
切
り
に
、
全
国
各
地
で
改
憲
を
テ
ー

マ
に
し
た
集
会
を
開
い
て
い
る
。
ま
た
、
自

民
党
広
報
本
部
は
、
「
憲
法
改
正
の
主
役

は
、
あ
な
た
で
す
。
」
な
ど
２
種
類
の
改
憲

ポ
ス
タ
ー
を
発
表
し
、
草
の
根
か
ら
の
改

憲
世
論
づ
く
り
に
、
党
を
挙
げ
て
と
り
く

ん
で
い
る
。 

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
動
き
に
負
け
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
機
敏
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
新
署
名
は
、
時
宣
を

得
た
反
撃
の
武
器
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
と
り
く
み
に 

確
信
を
も
っ
て 

２
０
１
７
年
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
、
安
倍
首
相
は
突
然
、
「
新
た
に
憲
法
９

条
に
自
衛
隊
の
存
在
を
書
き
込
む
」
「
２
０

２
０
年
に
新
憲
法
の
施
行
を
め
ざ
す
」
と

述
べ
た
。 

私
た
ち
は
こ
の
発
議
を
受
け
て
、
日
本

が
再
び
海
外
で
「
戦
争
す
る
国
」
に
な
る
の

は
ゴ
メ
ン
だ
と
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲

法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」
（
３
０
０
０

万
人
署
名
）
に
、
全
国
各
地
の
「
九
条
の

会
」
を
中
心
に
全
力
で
と
り
く
ん
だ
。 

面
か
ら
受
け
止
め
、
気
を
引
き
締
め
て
、

油
断
し
て
は
な
ら
な
い
。 

い
ま
こ
そ
日
中
の
出
番 

日
本
中
国
友
好
協
会
（
以
下
協
会
）

は
、
憲
法
を
守
る
市
民
運
動
の
一
員
と
し

て
「
３
０
０
０
万
人
」
署
名
に
と
り
く
ん
で

き
た
。
岡
山
支
部
も
「
日
中
不
再
戦
（
日

中
友
好
）
は
、
憲
法
９
条
を
生
か
す
道
」
と

の
立
場
で
、
地
域
や
各
種
団
体
の
９
条
の

会
に
参
加
し
、
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」

の
宣
伝
・
署
名
活
動
に
が
ん
ば
っ
た
。 

協
会
は
、
１
９
５
０
年
１０
月
１
日
に
結

成
さ
れ
、
今
年
で
７０
年
に
な
る
。
岡
山
支

部
は
、
今
年
の
秋
に
は
、
「
岡
山
県
連
合

会
」
を
結
成
す
べ
く
倉
敷
支
部
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
。 

今
回
提
起
さ
れ
た
「
改
憲
発
議
に
反
対

す
る
全
国
緊
急
署
名
」
を
、
「
協
会
活
動
の

目
的
」
（
資
料
一
参
照
）
の
実
現
と
合
わ
せ

て
と
り
く
み
た
い
。 

 

昨
年
７
月
の
参
院
選
後
か
ら
今
日
ま
で

の
発
言
を
見
て
み
よ
う
。 

安
倍
首
相
は
、
参
院
選
で
改
憲
勢
力
が
国

会
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
の
議
席
を
割

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
改
憲
に
つ
い
て

議
論
す
べ
き
」
と
い
う
民
意
が
示
さ
れ
た

と
表
明
し
、
内
閣
改
造
と
党
役
員
人
事
で

改
憲
発
議
強
行
の
布
陣
を
敷
い
た
。 

昨
年
末
の
臨
時
国
会
終
了
後
の
記
者

会
見
で
「
必
ず
私
の
手
で
成
し
遂
げ
た
い
」

と
発
言
し
た
。 

２
０
２
０
年
１
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、
年

頭
の
所
感
・
記
者
会
見
、
１２
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

［
日
曜
討
論
］
の
党
首
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も

同
様
の
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た

１
月
７
日
の
自
民
党
の
仕
事
始
め
で
は
、

「
改
憲
は
自
民
党
の
歴
史
的
使
命
」
と
檄

を
飛
ば
し
て
い
る
。 

資料一 

協会活動の目的 

この会は、日本政府の侵略戦争の歴史

を教訓にして、日本と中国が再び戦うこと

のないよう、日中両国民の相互理解と友

好を深め、平和五原則に基づく両国関

係の発展に寄与し、アジアと世界の平和

に貢献することを目的とする。 
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安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
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憲
発
議
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す
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国
緊
急
署
名
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に
と
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

２
月
３
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

犬飼 

小林 

真田 

曽田 

竹内 

対
に
軍
隊
と
し
て
は
認
め
な
い
こ
と
の
大

切
さ
が
よ
く
理
解
で
き
た
」
「
平
和
え
の
思

い
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
社
会
保
障
を
け
ず
っ
て
軍
事
費
を
拡

大
す
る
な
ど
の
政
治
に
対
し
て
怒
り
、
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
」
「
９
条
は
守
ら
れ
る

べ
き
も
の
、
日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と

思
う
」
「
９
条
を
誇
ら
し
い
と
い
う
こ
と
、

お
米
の
自
給
率
１
０
０
％
誇
ら
し
い
と
同

じ
」
「
若
い
時
に
戦
争
の
事
を
考
え
て
い
た

が
ス
ル
ー
し
て
い
た
」
「
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
ん
」
「
今
回
の
学
習
を
機
に
が
ん
ば
り

た
い
」
な
ど
の
感
想
、
質
問
と
し
て
憲
法
の

公
布
に
つ
い
て
、
安
保
法
制
・
違
憲
訴
訟
に

つ

い

て

な

ど

が

あ

っ  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
。
全
体
と
し
て
楽
し
く
学
べ
、
太
極
拳
で

体
を
ほ
ぐ
せ
、
大
変
良
か
っ
た
と
好
評
で

し
た
。 

 

最
後
に
世
話
人
の
大
西
さ
ん
か
ら
「
金

馬
先
生
の
話
は
分
か
り
や
す
く
よ
か
っ
た
」

「
９
条
が
あ
る
か
ら
平
和
、
子
ど
も
孫
に

も
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
閉
会
の
あ
い

最
後
に
、
憲
法
９
条
の
価
値
（
日
本
の

誇
る
べ
き
宝
物
）
を
再
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
と
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。 

「
憲
法
９
条
は
平
和
を
実
現
す
る
強
力

な
武
器
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
９
条
を
生
か

し
た
平
和
外
交
こ
そ
が
、
他
国
か
ら
尊
重

さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
戦
争
の
仲
裁
、
調
整

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
、
国
際
社

会
で
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
出

来
る
。
同
時
に
日
本
国
民
の
『
安
全
、
安

心
』
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
」 

地
域
に
根
ざ
し
た
日
中
友
好
運
動 

講
演
の
後
、
恒
例
の
お
茶
や
お
菓
子
や

コ
ー
ヒ
が
出
さ
れ
て
休
憩
。
参
加
者
は
自

由
に
歓
談
す
る
。 

再
開
後
は
、
昨
年
と
同
様
小
川
涼
子

さ
ん
（
日
中
友
好
協
会
理
事
）
に
よ
る
扇

子
を
使
っ
た
美
し
く
も
力
強
い
演
舞
が
あ

り
、
参
加
者
に
感
銘
を
与
え
た
。
続
い
て
、

さ
る
、
鳥
、
く
ま
な
ど
動
物
の
マ
ネ
を
し
た

太
極
拳
を
全
員
で
楽
し
ん
だ
。
終
了
後
、

操
南
公
民
館
で
太
極
拳
講
習
会
を
開
い

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
参
加
者
の
一

人
が
自
分
の
職
場
で
も
し
て
ほ
し
い
と
申

し
出
が
あ
っ
た
。
小
川
理
事
の
活
動
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
日
中
友
好
運
動
と
し
て

大
切
で
あ
る
と
思
っ
た
。
大
事
に
し
て
い
き

た
い
。 

９
条
が
あ
る
か
ら
平
和
、 

子
や
孫
に
も
伝
え
た
い 

 

そ
の
後
、
自
己
紹
介
と
感
想
を
み
ん
な

が
発
言
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

「
平
和
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛
感
」
「
憲

法
９
条
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
」
「
自
然
災
害
か
ら
の
救
援
活
動
で

自
衛
隊
は
み
ん
な
を
助
け
て
い
る
が
、
絶

倍
首
相
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
改
憲
案

（
４
項
目
改
憲
案
）
の
発
議
を
許
さ
ず
、
安

倍
改
憲
の
た
め
の
憲
法
審
査
会
の
開
催
に

強
く
反
対
す
る
法
律
家
団
体
の
緊
急
声

明
」
の
説
明
を
し
た
。 

憲
法
９
条
の
価
値
の
再
確
認 

学
習
会
は
、
金
馬
弁
護
士
が
「
憲
法
を

め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
―
憲
法
９
条
の
今
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
―
」
と
題
し
て
、
約
６０

分
講
演
し
た
。 

内
容
は
、
最
初
に
憲
法
９
条
が
果
た
し

た
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
強
調
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
（
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ア
フ

ガ
ン
・
イ
ラ
ク
）
へ
の
協
力
を
求
め
ら
れ
た

が
、
憲
法
９
条
を
根
拠
に
拒
ん
で
き
た
。
７

２
年
間
に
わ
た
っ
て
、
戦
争
に
よ
っ
て
、
自

国
民
が
死
ん
だ
り
、
他
国
民
を
殺
し
た
こ

と
が
な
い
」
。 

と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
「
安

保
法
制
法
」
（
戦
争
法
）
の
強
行
採
決
な
ど

に
よ
り
「
自
衛
隊
の
軍
隊
化
」
（
攻
撃
型
空

母
の
解
禁
）
及
び
「
ア
メ
リ
カ
軍
と
一
体

化
」
（
米
艦
防
護
）
が
加
速
さ
れ
、
「
戦
争

で
き
る
国
」
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
で
、
憲
法
９
条
に
新
た
に
「
自
衛
隊

が
明
記
」
さ
れ
れ
ば
、
「
戦
力
の
不
保
持
、

交
戦
権
の
否
認
は
自
衛
隊
に
及
ば
な
く

な
る
。
」
（
後
法
に
よ
る
前
法
の
変
更
）
安

保
法
制
法
に
よ
っ
て
集
団
的
自
衛
権
が
認

め
ら
れ
た
「
自
衛
隊
」
が
認
知
さ
れ
、
専
守

防
衛
の
原
則
が
崩
れ
、
「
軍
隊
」
と
し
て
の

「
自
衛
隊
」
が
定
着
す
る
。 

操
南
地
域
九
条
の
会
は
２
０
１
９
年
１１

月
３０
日
（
土
）
、
操
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

で
三
年
連
続
で
「
戦
争
す
る
国
は
ゴ
メ
ン
で

す
！
―
憲
法
９
条
を
変
え
な
い
で
く
だ
さ

い
ー
」
を
テ
ー
マ
に
総
会
と
学
習
会
を
開

催
し
た
。
地
域
か
ら
初
め
て
の
人
３
人
を

含
む
２３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
「
故
郷
」
を
全
員
で

気
持
ち
よ
く
歌
っ
た
。 

総
会
は
、
事
務
局
の
小
林
さ
ん
が
、
２

０
０
５
年
７
月
３１
日
（
日
）
に
「
九
条
の
会
」

を
結
成
し
て
か
ら
の
概
要
と
２
０
１
８
年

１２
月
１
日
の
総
会
以
降
の
「
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
」
３
０
０
０
万
人
署
名
の
取
り
組

み
と
到
達
（
現
在
１
５
０
５
筆
）
を
報
告
し

た
。
ま
た
、
世
話
人
の
変
更
と
追
加
及
び

当
面
の
取
り
組
み
（
宣
伝
署
名
と
２
０
２

０
年
か
ら
２
ヵ
月
に
一
回
程
度
の
憲
法
学

習
会
）
に
つ
い
て
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
２
０

１
９
年
１１
月
１２
日
に
出
さ
れ
た
、
改
憲

問
題
対
策
法
律
家
６
団
体
連
絡
会
の
「
安

さ
つ
が
あ
り
終
わ
っ
た
。 

（
小
林
） 

次
に
学
習
会
に
初
め
て
参
加
し
た 

片
岡
さ
ん
の
感
想
文
を
紹
介
す
る 

 

安
倍
改
憲
の
動
き
が
い
よ
い
よ
現
実
味

を
増
し
て
き
て
、
い
ま
動
か
ね
ば
と
思
い
九

条
の
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
金
馬

先
生
の
講
演
で
、
こ
れ
ま
で
の
改
憲
へ
の
流

れ
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
は
も

う
戦
争
す
る
国
に
生
き
て
い
る
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
９
条
違
反
の
安
保
法
制
に

よ
っ
て
普
通
の
軍
隊
が
是
認
さ
れ
、
法
制

度
の
タ
ガ
が
次
々
と
外
さ
れ
て
き
て
い
る

今
、
輸
出
禁
止
さ
れ
た
武
器
は
精
度
を
あ

げ
、
軍
事
研
究
に
資
金
を
与
え
る
こ
と
で

そ
の
す
そ
野
を
広
げ
、
軍
国
化
の
波
は
マ
ス

コ
ミ
統
制
・
教
育
統
制
に
も
及
ん
で
き
て
い

ま
す
。
「
９
条
の
２
加
憲
案
」
が
通
れ
ば
「
国

防
の
た
め
な
ら
戦
争
し
て
も
い
い
」
と
軍
事

が
肯
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
何
よ
り
も
恐
ろ

し
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
「
苦
役
で
あ
る
か
ら

憲
法
違
反
」
と
さ
れ
て
き
た
徴
兵
制
が
、

憲
法
の
要
請
の
も
と
に
苦
役
で
は
な
く
な

り
正
当
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
で

す
。
安
倍
政
権
は
お
そ
ら
く
徴
兵
制
ま
で

も
射
程
に
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
、
い
ま
止
め
な
け
れ
ば
。
皆
さ
ん
の
活

動
に
私
も
加
え
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
た

た
か
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

江
崎 

 

片
岡
佳
子 

操
南
地
域
九
条
の
会
・総
会
と
学
習
会 

―
み
ん
な
の
活
動
に
加
え
て
い
た
だ
き
一
緒
に
た
た
か
い
た
い
― 

太極拳を全員で 

金馬弁護士 


